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昭和55年3月
　小牛田農林高等学校農業土木科卒業
昭和55年4月1日～令和4年3月31日
　桃生郡矢本町赤井土地改良区入区
　　平成6年8月1日合併
　　河南矢本土地改良区に名称変更
令和元年11月21日～令和4年11月20日
　いしのまき農協　第7期河南地区総代
令和4年11月21日～
　いしのまき農協　第8期河南地区総代
　地区総代協議会副会長
令和2年4月1日～
　いしのまき農協町上支部支部長
令和3年4月1日～
　和渕営農組合幹事

平成3年3月

　仙台市医師会附属看護学院卒業

平成25年1月4日～令和2年3月31日

　石巻農業再生協議会

令和2年4月1日

　就農

有限会社高須賀農産
代表取締役　細川　公

　令和2年4月に就農し専業農家であることか
ら地区の中心として活躍中であり、地域農業
の担い手として活動する人材である。
　また、実際の農地集積については、農地中
間管理機構が中心となり、農業委員、認定農
業者などと連携を図り進めていかなければと
考えている。
　このことから、農業委員会委員として推薦
いたします。

無2 細川　淑子 54 女 農業 水稲、畜産 準ずる者 10

1.農産物の生産、加
工に関する事業
2.農作業の受託及び
請負耕作に関する事
業
3.前各号に付帯する
一切の事業

農業委員会委員候補者の推薦・応募に関する情報 (令和6年3月28日時点)

2. 法人・団体による推薦

被推薦者 (推薦を受けた者) 推薦者 (推薦した者)

無

　髙橋さんは、和渕営農組合、農用地利用改
善組合設立時より目的に賛同し組合員とな
り、令和３年度から営農組合役員欠員により
幹事に就任。以後営農組合事業へ積極的に参
加している。
　農業委員募集に当たり適任と考え推薦しま
す。

農用地利用改
善組合の組合
員その他の者

水稲 無

　農作業の受委託及
び組合員の農業の共
同化を通して組合員
の効率的な農業経営
の実現及び農用地利
用改善事業実施区域
における農用地の利
用集積を図るととも
に、農業生産法人化
に定めた計画事項の
実施により、地域農
業の担い手として発
展していくことを目
的とする。

農業62髙橋　善宏1 61男

定款に準ずる

和渕営農組合
組合長　齋藤　哲郎
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昭和49年3月
　飯野川高等学校普通科卒業
昭和49年4月1日　河北町役場入庁
　昭和49年4月1日～平成4年3月31日
　　総務課、建設課、税務課、公民館
　平成4年4月1日～平成6年3月31日
　　産業課農政係長、課長補佐
　　　農政全般担当
　平成6年4月1日～平成11年3月31日
　　河北町総合センター副館長
　平成11年4月1日～平成19年3月31日
　　産業課、（河北）建設課
　平成19年4月1日～平成23年4月30日
　　下水道管理課、（河北）産業課
　　（北上）産業建設課
　平成23年5月1日～平成26年3月31日
　　（北上）市民生活課、（河北）市民生活課

　平成26年4月1日～平成28年3月31日
　　（河北）市民生活課課長
　平成28年3月31日　定年退職
　平成28年4月1日～令和3年3月31日
　　再任用（河北）市民生活課
　　　税関係・環境衛生事務担当
　令和3年6月1日～
　　石巻地区森林組合ウッドリサイクルセンター

平成10年3月
　富山県立二上工業高等学校土木科卒業
平成10年4月～平成12年3月
　株式会社干場建設 社員
平成12年4月～平成15年3月
　株式会社三協建設 社員
平成15年4月～平成17年3月
　有限会社有紀運輸 社員
平成17年3月～平成19年7月
　谷屋アイアンワークス 社員
平成19年8月～平成22年1月
　山形屋興行株式会社 社員
平成22年7月1日～
　株式会社JKファーム入社
　　平成29年1月1日　取締役就任
令和5年6月20日～令和6年3月31日
　石巻市農地利用状況調査補助員

　農産物の生産に従事し、温厚な性格と強い
責任感で、地域の中心的な存在としてご活躍
されています。
　また、農地利用状況調査補助員の経験もあ
り、今後の地域の農業の発展に向けての活動
に高い意識を持っていることから、農業委員
として強く推薦します。

　高校卒業後、河北町役場に奉職。
　在職中は、産業課農政係長や同課長補佐を
務める等、経験豊富な人材であります。
　地域に於いても信頼が厚く、指導的立場を
担っており、農業委員として相応しい人格で
あります。

無

45

3
　農用地・水路・農
道等の地域資源及び
農村環境保全

松川　一生

4 農業男

二俣地区保全
会広域協定に
参加する者
（団体）

水稲、露地野
菜、転作麦大

豆

水稲 無
二俣地域保全会
会長　梶原　敏彦

36068 男 農業

有髙橋　生一 7 定款に準ずる 無
有限会社
サンダーファーム牛田
代表取締役　西條　健一

1.農産物の生産、加
工、販売に関する事
業
2.農作業の受託及び
請負耕作に関する事
業
3.農業土木工事に関
する事業
4.前各号に付帯する
一切の事業
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平成3年3月

　石巻市立女子高等学校普通科卒業

平成3年4月～平成14年3月

　松下電器産業株式会社　社員

平成14年4月～

　自営農業（施設野菜）従事

令和3年7月8日～

　石巻市農業委員会委員

平成元年3月
　石巻西高等学校卒業
平成14年～　
　認定農業者
平成28年～　
　農事組合法人大地大沢 構成員
平成15年～
　大沢地区農業共済部長
平成27年～
　ＪＡいしのまき肉牛部会 会計
平成10年～
　大沢水稲生産組合 会計
平成30年～
　石巻市農業委員会委員

昭和49年3月
　石巻市立女子高等学校卒業（普通科）
昭和51年12月5日～
　就農
平成元年4月1日～平成11年3月31日
　宮城県青年農業士
平成10年4月1日～平成20年3月31日
　宮城県公共事業再評価委員会
平成14年4月1日～平成29年3月31日
　宮城県指導農業士
平成24年7月～
　石巻市農業委員会委員
平成29年4月1日～令和3年3月31日
　JAいしのまき女性部副部長
令和2年7月1日～
　宮城県アグリレディース２１副会長
令和4年4月1日～
　東北農政局公評議評価委員

佐々木　洋

定款に準ずる

　農産物の生産に従事し温厚な性格と強い責
任感で、地域の中心的な存在としてご活躍さ
れています。
　また、農業委員の経験もあり、継続して活
躍してくれます。
　今後の地域の農業の発展に向けての活動に
高い意識を持っていることから、農業委員と
して強く推薦します。

無施設野菜 無

1.農産物の生産、加
工、販売に関する事
業
2.農作業の受託及び
請負耕作に関する事
業
3.農業土木工事に関
する事業
4.前各号に付帯する
一切の事業

有限会社
サンダーファーム牛田
代表取締役　西條　健一

無

5 別になし

　農業委員4期12年の経験と実績を持って、
今後の地域農業の在り方を模索しながら農地
集積や農地パトロール・遊休農地活動また、
農地に関する相談対応始め、若い人達や子供
達への食育活動や若手就農者へのサポートな
どの様々な活動を積極的推進ができる人で
す。
　女性ならではの視点や感性を活かし、今後
の農業問題に真向勝負できる人です。現在の
農業組織で女性参画がかなり前から叫ばれて
いる中で貴重な役割を果たしているし、今後
も女性参画の場を広げて欲しいものです。地
域計画策定による10年後の農地集積は、未来
農業の基盤となる大事な計画ですので是非よ
り良い策定を期待したいです。

無

水稲、畜産 有
農事組合法人大地大沢
代表理事　庄司　強

　農業生産振興、組
合員の共同利益を推
進する事を目的とす
る。

11

5 今野　真理 51 女 農業

定款に準ずる

　地区の中核的な専業農家として農業に長年
従事し、温厚な性格と強い責任感で地域農業
の先導役としてご活躍されている。
　また、平成３０年より農業委員の経験され
ており農地に関する専門的知識も豊富であり
農業委員として強く推薦します。

7

7 髙橋千代恵 68 女 農業 水稲 有
有限会社
アグリサービス高勝
代表取締役　髙橋　一

農業生産及び販売
農作業受託業
農業に関する事業

6 52 男 農業
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昭和53年3月
　宮城県小牛田農林高等学校農業科卒業
昭和53年4月
　就職とともに農業に従事する
平成10年4月～平成11年3月
　いしのまき農協 青年部 部長
平成10年4月～現在
　かなんCE利用推進協議会会計（現在は副会長）

平成18年4月～平成22年4月
　広渕沼基盤整備事業 推進委員
平成22年4月～
　広渕沼基盤整備事業　実行委員
平成22年10月～
　広渕沼基盤整備事業 換地・評価委員
平成25年4月～
　広渕地区農用地利用改善組合会計
平成25年6月～
　河南矢本土地改良区総代
平成27年～
　広渕地区ほ場整備推進委員会庶務
（現在は深谷西ほ場整備事業実行委員）
　深谷西圃場整備事業換地委員長
平成30年1月～
　河南青申会 副会長(現在は会長）
平成30年10月～
　認定農業者
令和2年1月
　ひろぶち営農組合監事
令和3年7月～
　石巻市農業委員会委員
令和6年2月～
　深谷西営農組合 組合長

男 会社員

深谷西地区内
農用地の所有
者又は使用収
益権を有する
者の代表で構

成する。

　深谷西地区ほ場整備事業の中で、中心的な
役職を担い地域農業の発展のために活躍して
います。深谷西地区で集積集約の受け皿とな
る営農組合の組合長を担うなど、ますますの
重責を担うなど農業者のみならず住民のリー
ダー的な存在になっていくものと思われま
す。
　農業委員として1期務めましたが、地域の
遊休農地を積極的に解消したりしているし、
農業者の相談にも親身になって対応してくれ
ているので、これからも活躍を期待するもの
です。
　今回の改選に当たり、委員会を代表して推
薦します。

無水稲 有
県営ほ場整備事業深谷西
地区実行員会
續　敏男

深谷西地区の農業の
競争力を強化すると
伴に、将来の担い手
への農地集積・集約
化や農業の高付加価
値化など地域の課題
に応じた農地の大区
画化や用排水施設の
整備を目的としてい
ます。

448 前野　利春 65
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昭和44年3月
　宮城県小牛田農林高校農業科卒業
昭和44年4月1日～平成23年4月30日
　石菱コンクリート㈱
昭和44年4月～
　就農
平成21年6月～平成29年5月
　河南矢本土地改良区総代
平成23年12月～
　かのまた営農組合副組合長
平成24年7月～
　石巻市農業委員会委員
平成25年4月～
　鹿又ふるさと保全会監事
平成27年1月～
　鹿又地区基盤整備事業換地委員長
平成29年7月～令和3年6月
　河南矢本土地改良区監事
平成29年12月
　防災士資格取得
令和3年7月～
　河南矢本土地改良区理事

平成7年3月
　東北学院大学経済学部経済学科卒業
平成12年3月～平成21年12月
　農家レストランRiceField
平成22年4月
　就農（前谷地 中埣営農組合）
平成28年3月
　農事組合法人エコルファーム設立
平成30年7月～
　石巻市農業委員会委員

昭和50年3月
　宮城県飯野川高等学校卒業
昭和50年4月1日～平成18年7月15日
　河北町農業協同組合
　合併により石巻農業協同組合に名称変更
平成18年11月1日～平成21年10月21日
　宮城県石巻保健福祉事務所　非常勤職員
平成22年5月1日～平成30年6月30日
　社会福祉法人石巻祥心会　職業指導員
平成30年7月1日～令和3年1月31日
　一般社団法人イシノマキファーム
　嘱託農業指導勤務
平成26年5月～現在
　北上川沿岸土地改良区総代
令和3年7月～
　石巻市農地利用最適化推進委員
　

　勤めながら水稲を中心に兼業農家として農
業に従事。また、JA職員として農業技術の習
得を計りながら地域からの要望で農作業の受
託や農地の賃貸借により農業に取り組み、地
域農業の推進と圃場整備事業（実行委員・換
地委員）に携わってきており、JA退職後は、
石巻祥心会やイシノマキファームにおいて障
害者への農業技術や指導行って来て、現在は
農地利用最適化推進委員として活動してお
り、これまでの経験と知識を生かし農業委員
として活躍できる人物でありますので推薦致
します。

無

後藤　嘉伸 53 男 農業
水稲

露地野菜
有

農事組合法人
エコルファーム
代表理事　後藤　嘉伸

農業

齋藤　忠直 67 男

4 特になし

　長期にわたる農業法人の代表理事と2期の
農業委員を務め、多くの知識と経験を有する
とともに、地域農業の調和と更なる発展に向
けての活動に高い意欲をもっていることか
ら、農業委員として強く推薦します。

無10

11 農業
株式会社宮城リスタ大川
代表取締役　大槻　稲夫

農産品の生産 11 特になし水稲 無

9 遠藤　章一 73 男 農業 水稲、大豆 有
かのまた営農組合
組合長　櫻田　一利

効率的な農業経営、
農用地の利用集積の
実現

42

農用地の所有
権又は使用収
益権を有する
者

　営農組合副組合長として、地域農業の担い
手となり、共同化を通して効率的な農業経営
並びに農用地利用集積実現のために、実務責
任者として活動を行っている。又、河南矢本
土地改良区役員であり、換地委員長として、
鹿又地区基盤整備事業で農地集積業務推進の
取り組みを行っている。
　今回、これまでの農業委員としての経験・
活動を生かし、地域計画の作成、農用地利用
集積拡大、地域農業の活性化、担い手の確保
のため、これからも活動・実践されることを
強く望み全員で推薦いたします。

無



番
号

氏　名
年齢
(歳)

性別 職業 主な経歴 農業経営の状況
認定農業
者の該当
の有無

法人、団体等の名称及び
代表者氏名

目 的
構成員
の数
(人)

構成員たる
資格

推薦の理由

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の
有無

被推薦者 (推薦を受けた者) 推薦者 (推薦した者)

昭和54年3月
　宮城県石巻工業高等学校土木科卒業
昭和54年4月～昭和60年1月
　㈱千葉建設工業
昭和60年4月～平成9年3月
　㈱南光ホームテック
平成9年4月～平成12年2月
　㈱山大
平成12年3月～平成15年3月
　㈱タクミ住宅
平成15年5月～
　タクミ工房一級建築士事務所　設立
平成19年6月～
　農事組合法人水沼ファーム 理事
平成29年4月～
　JAいしのまき水沼東支部 支部長
令和元年4月～
　JAいしのまき石巻地区支部長会 副会長
令和3年7月～
　石巻市農業委員会委員
令和4年10月～
　JAいしのまき総代

平成3年3月　
　東北学院大学経済学部経済学科卒業
平成3年4月1日～平成6年9月30日
　石巻市農業協同組合
平成6年10月1日～平成9年9月30日
　㈱福丸水産
平成9年10月～
　就農
平成14年5月～
　認定農業者
平成25年4月18日～
　㈱アグリ・パレット 代表取締役
令和3年7月～
　石巻市農地利用最適化推進委員

※

農事組合法人水沼ファー
ム
代表理事　中澤　清志

組合員の農業生産に
ついての協業を図る
ことによりその生産
性を向上させ、組合
員の共同の利益を増
進すること

3

内容は、候補者推薦書に記載のとおりとしています。

組合の地区内
に住所を有す
る農民

　農事組合法人水沼ファームの構成員の中心
的な存在で意欲的に運営に取組んでいる。
　JAいしのまき水沼東部支部長、石巻地区副
会長、総代等の重責を担っており、現在農業
委員も1期3年務め上げ、これからもさらなる
ご活躍を願う。
　また、地域にも精通し、人望・信頼があ
る。

地域内の生産
者

　就農以来、家業の水稲や園芸に従事して、
平成6年に設立した地元の水稲生産組合に於
いては、後継者の一人としてライスセンター
の運営や集団転作に取り組み、現在は組合組
織でも重要な役割を担っている。
　また、震災後設立した会社（法人）の代表
として、施設園芸に多くの地域雇用を生み出
している。
　今後の課題とも言える高齢化、後継者問題
などに関しては、県指導農業士として多くの
仲間共に課題に取り組み、地域に大きく貢献
する事を期待する人材である。

無有13 石川　雅洋 55 男 農業
水稲

施設野菜
中埣水稲生産組合
遠藤　慎一

農業関連の協業を図
り、組合員の共同利
益の増進を目的とす
る
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無12 岡田　正男 64 男 農業
水稲

露地野菜
無


